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自己学習コンテンツが充実！ オートデスクのBIMサポート環境 
2025.12.18版 

1. 概要 
1-1. 製品概要 

アイコン 名称 概要 

 Revit グローバルで利用されるBIMソフトウェア 

 Docs 組織でBIMを運用するためのクラウド環境 

 
AutoCAD Plus グローバルで利用されるCADソフトウェア 

 
AEC Collection 

上記ソフトを含む20種類以上の製品が利用可能な
費用対効果の高いパッケージ 

 
1-2. サポート概要 

オートデスクでは、世界中で活用されているBIMソフト「Revit」を中心に、建築・建設分野の統合ソリ
ューション「AEC Collection」を提供しています。オートデスクの専門家による技術サポートから豊富な
自己学習リソース、グローバルなコミュニティまで、お客様の組織規模や内容に応じた多層的なサポー
ト環境を整備し、BIM導入から実務活用まで一貫してサポートいたします。オートデスクのサポート
は、ご自身のペースで情報を得られるセルフラーニングやコミュニティが充実しているのが特徴です。 

 
2. サポート環境 

2-1. ご契約プランに合わせたサポート内容 

オートデスクでは、ご契約プランに合わせて様々な技術サポートをご提供しております。ご契約プラン
ごとの技術サポート内容は次の表をご覧ください。 

凡例  ●：サポート対象 ○：サポート対象外 

サポート内容 
ご契約プラン 

Education Standard Business 
① ご自身での問題解決    
 Autodesk AssistantのAIチャット機能の活用 ● ● ● 
 コミュニティフォーラムの活用 ● ● ● 
② 専門家による問題解決    
   メールによる相談 ● ● ● 
 ライブチャットによる相談 ● ● ● 
 電話による相談 〇 ● ● 
③ 専門家による成功支援    
 パフォーマンス最適化コーチング 〇 〇 ● 

[注1] 上記の他、大規模なお客様を対象としたEnterpriseプランもございます 
[注2] Flex（後述）のお客様はStandardあるいはBusinessプランと同等のサポートを利用可能です 
[注3] 詳細は 技術サポートのレベル をご参照ください 

https://www.autodesk.com/jp/products/revit/overview?mktvar002=7078127|SEM|12604681161|165537551698|aud-893555442446:kwd-91498037&Ad=FY22Q4-RSA&utm_source=GGL&utm_medium=SEM&utm_campaign=GGL_AEC_AEC-Collection_JAPAN_JP_FF_SEM_BR_Mix_Mix_0064_7078127_Core&utm_id=7078127&utm_term=aud-893555442446:kwd-91498037&term=1-YEAR&tab=subscription&utm_source=GGL&utm_medium=SEM&utm_campaign=GGL_AEC_All-Products_JAPAN_JP_eComm_SEM_BR_Mix_Mix_0064_5015539_Product&utm_id=5015539&utm_term=autodesk%20revit&gad_source=1&gad_campaignid=12604681161&gclid=EAIaIQobChMIi_CNo5u_kQMVEKVmAh1u4SeOEAAYASAAEgJg6_D_BwE
https://www.autodesk.com/jp/products/autodesk-docs/overview
https://www.autodesk.com/jp/products/autocad-plus/overview
https://www.autodesk.com/jp/collections/architecture-engineering-construction/overview
https://www.autodesk.com/jp/support/subscription-support
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2-2. ご契約プランごとの特徴 
ご契約プラン 特徴 

Education 対象となる学生と教員にオートデスク製品への無償アクセス権（1 年間）を提供します。
利用資格を有する間は、毎年ライセンスを更新できます。 

Standard ご契約対象のソフトウェアに無制限にアクセスできます。 
サブスクリプション型のためソフトウェアコストが予測可能になります。 

Business Standardプランの企業向け上位プランとして、 
優先サポートや専任エキスパートによるコーチングの利用が可能です。 

Flex プリペイド型の1日単位のトークンで製品にアクセスできます。Flex単体での利用に加えて
StandardあるいはBusinessプランと組み合わせて利用することも可能です。 

[注] 詳細は 購入オプションの概要 をご参照ください 

 
2-3. 各サポートの利用方法 

サポート内容 利用方法 
① ご自身での問題解決    
 Autodesk AssistantのAIチャット機能の活用 Autodesk Assistantの使用 
 コミュニティフォーラムの活用 オートデスクコミュニティ 
② 専門家による問題解決    
   メールによる相談 

技術サポートへの問い合わせ方法   ライブチャットによる相談 
 電話による相談 
③ 専門家による成功支援    
 パフォーマンス最適化コーチング エキスパートコーチング 

 
3. 学習支援・トレーニングプログラム 

3-1. 認定トレーニング機関 

オートデスク ラーニング パートナー（オートデスクの認可を受けた組織や企業）が、優れた専門知識と
質の高い学習体験を提供いたします。オートデスク ラーニング パートナーには次の２種類があり、いず
れの機関においてもオートデスク認定資格を有するインストラクターが皆さまをサポートいたします。 

オートデスク ラーニング パートナーの種類 対象 
認定トレーニングセンター（ATC） 一般のお客様 
認定アカデミックパートナー（AAP） 学生と教員の皆さま 

 

3-2. 認定資格 

「オートデスク認定資格プログラム」は、全世界のオートデスク・ユーザー 20 万人以上が取得している
全世界共通の認定資格制度で、世界で通用する資格として活用できます。受験のための準備には、認定ト
レーニングセンターや認定アカデミックパートナーの利用がおすすめです。BIMに関する資格としては、
「Revit Architectureユーザー資格」があります。 

https://www.autodesk.com/jp/buying/plans
https://www.autodesk.com/jp/support/technical/article/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/How-to-use-Autodesk-Assistant-to-open-chat-cases.html
https://forums.autodesk.com/?profile.language=ja
https://www.autodesk.com/jp/support/technical/article/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/kA93g000000L1Pi.html
https://www.autodesk.com/jp/support/account/admin/business-plan/coaching
https://www.myautodesk.jp/index.html
https://www.myautodesk.jp/certification/revit-user.html
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3-3. オートデスクによる教材コンテンツ（無償） 

オートデスクでは多くの方にRevitをはじめとするBIMソリューションを活用いただけるよう、Webサイ
ト（BIM design）にて無償の教材コンテンツを多数公開しております。主なコンテンツを次に示します。 

BIM design コンテンツライブラリ 
3分でわかるRevit動画 テキスト（サンプル付） ハンズオン動画 日本仕様ファミリ等 
・構造設計向け 
・機械設計向け 
・電気設備向け 

・意匠設計向け 
・構造設計向け 
・設備設計向け 
・在来木造向け 
・施工向け 

・Revitの使い方 
・初級編 
・中級編 
・上級編 

・オートデスクライブラリ 
・RUGライブラリ（※） 

※ RUG： Revitのユーザーグループ（後述） 
[注] 詳細は BIM design コンテンツライブラリ をご参照ください 

 
3-4. オートデスクによるオンラインセミナー（無償） 

BIM design ではオートデスクによる無償のオンラインセミナー・イベント等の情報も掲載しておりま
す。開催したオンラインセミナーは、原則すべてアーカイブ版を公開しておりますので、お好きなタイミ
ングでご視聴いただくことが可能です。直近のセミナーの例を次に示します。 

テーマ タイトル URL 
施工 今日からはじめる施工BIM – 実務者が語るRevit活用の勘所 – リンク 

設計・施工 点群を活用したスキャンによるBIMワークフロー リンク 
設計 これでわかるBIM確認申請 – 申請フローからRevit操作手順まで – リンク 
建設DX 建設DXの実現に向けたBIM導入とBIMマネージャーの役割 リンク 

[注] 詳細は BIM design イベント・セミナー をご参照ください 

 
3-5. 参考書籍 

オートデスク製品はグローバルで利用されていることから、多くの参考書籍が出版されているのが特徴で
す。Revitに関する書籍の例を次に示します。 

タイトル 発行元 
Autodesk Revit公式トレーニングガイド 第2版 上 日経BP 
Autodesk Revit公式トレーニングガイド 第2版 下 日経BP 
アジャイルBIM Revitで変わる建築設計の常識 技術評論社 

[注] 上記の他、多数の書籍が出版されております 

 
4. パートナーによるサービス（有償） 
4-1. パートナーのご紹介 
オートデスク製品に関するサポートサービスやコンサルティングサービスは、お客様の業務に精通し、高
度な専門知識を持ったプロフェッショナルであるパートナー企業からも提供しております。 

https://bim-design.com/event/ondemand/bim-confirmation/
https://bim-design.com/library/
https://bim-design.com/event/ondemand/bim-confirmation/
https://bim-design.com/event/ondemand/start-construction-bim/
https://bim-design.com/event/ondemand/3d-scan-to-bim-workflow/
https://bim-design.com/event/ondemand/bim-confirmation/
https://bim-design.com/bim-dx/construction-dx/01-bim-implementation/
https://bim-design.com/event/
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/21/P60590/
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/21/P60700/
https://gihyo.jp/book/2025/978-4-297-14880-5
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パートナー企業は次のWebサイトから検索いただくことが可能です。 
・オートデスク パートナーファインダー 
・BIM Design パートナーサイト 

 

4-2. 提供サービスの一例 

パートナーによる提供サービスの例を次に示します。 
サポート種別（例） 内容（例） 

導入支援 運用体制/環境構築、テンプレート設定等 
操作トレーニング 集合形式/訪問形式でのハンズオン講座等 
個別技術支援 実務ワークフローに即したカスタマイズ機能の開発等 

[注] 詳細は上記のパートナー紹介Webサイトをご参照ください 

 
5. ユーザーグループ 
オートデスクのBIMソフトウェア「Revit」のユーザーグループである「RUG（Revit User Group）」は建
築・建設業界においてRevitを中心としたBIMの普及と展開に努め、BIMを実務で活用するための活動を行
う団体です。RUGの概要については BIM design RUGサイト をご覧ください。 

 
6. よくある質問 

よくある質問 回答例 
まずは何から始めればよいか知りたい BIM design プロジェクト準備室 をご活用ください 

Revitを導入していない取引先等とのデータ
共有方法を知りたい 

オフラインの場合は Revit Viewer（無償） 
オンラインの場合は Autodesk Viewer（無償） 
をご活用ください 
上記はビューア機能が主ですが、Docs（有償）をご利用の場
合は、Docs上でのRevitモデルに対する注釈記入やドキュメン
ト管理・アクセス権限管理等が可能です 

オートデスクが公式にサポートするRevitの
バージョンを知りたい 原則最新４バージョンがサポート対象です 

Revitの新機能について知りたい 
各バージョンのヘルプやオンラインセミナー（※）、 
機能紹介サイトをご参照ください 
※リンク先はRevit 2026 対応版の例 

日本の建築設計に対応した機能があるか知り
たい 

各バージョンのREX-J（Revit Extension for Japan）（※）を 
ご活用ください 
※リンク先はRevit 2025 対応版の例 

 
7. 参考リンク等 

名称 内容 URL 
BIM design  自己学習サイト リンク 
購入と契約更新に関するヘルプ 製品購入に関するサポートサイト（※） リンク 
サポートと問題解決 製品利用に関するサポートサイト リンク 
Autodesk App Store オートデスク製品用アドオン等の配布サイト リンク 

※ 製品購入に関してはお電話でのご相談も承っております（ フリーダイヤル：0120-430-140 ） 

https://www.autodesk.com/jp/support/partners?locations=Japan
https://bim-design.com/partner/
https://bim-design.com/rug/
https://boards.autodesk.com/821892?token=d557a97fd7&_gl=1*hma7f6*_gcl_au*MjkzNzg3NDguMTc2MjA3NjAxNw..*_ga*ODAzMTQxNDI4LjE3NjIwNzYwMTY.*_ga_NZSJ72N6RX*czE3NjU3ODY3MjckbzY4JGcxJHQxNzY1Nzg4MjY1JGo2MCRsMCRoMA..
https://www.autodesk.com/jp/support/technical/article/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/How-to-use-Revit-Viewer-Mode.html
https://viewer.autodesk.com/?_gl=1*1k1fwuk*_gcl_aw*R0NMLjE3NjU3ODg3NDMuRUFJYUlRb2JDaE1JaV9DTm81dV9rUU1WRUtWbUFoMXU0U2VPRUFBWUFTQUFFZ0pnNl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjkzNzg3NDguMTc2MjA3NjAxNw..*FPAU*MTAxMDQ1MDgxMC4xNzYyMDAxODE0*_ga*NjAyMjc2NDA4LjE3NjU3ODg3NTU.*_ga_NZSJ72N6RX*czE3NjU3ODY3MjckbzY4JGcxJHQxNzY1Nzg4OTY0JGo1NSRsMCRoMA..
https://www.autodesk.com/jp/products/autodesk-docs/overview
https://www.autodesk.com/jp/support/technical/article/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Which-are-the-officially-supported-product-versions-of-Revit.html
https://help.autodesk.com/view/RVT/2026/JPN/?guid=GUID-C81929D7-02CB-4BF7-A637-9B98EC9EB38B
https://bim-design.com/event/ondemand/aec-collection-new-feature/01-revit-2026/
https://boards.autodesk.com/b66fd6?token=ccfaa139a8&_gl=1*1t032ir*_gcl_au*NjU4ODkxNzI3LjE3NjQwNDIzMjY.*_ga*NDU2ODc0MTA0LjE3NjQwNDIzMjU.*_ga_NZSJ72N6RX*czE3NjU4NjcwNDkkbzEyJGcxJHQxNzY1ODY3NzA4JGo1MiRsMCRoMA..
https://apps.autodesk.com/RVT/ja/Detail/Index?id=3564474567517518161&appLang=ja&os=Win64
https://bim-design.com/
https://www.autodesk.com/jp/customer/help
https://www.autodesk.com/jp/support
https://apps.autodesk.com/ja
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